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■ 省配線システムをご使用に

なられる前に必ず本書をよ

くお読み頂いた上で、ご使用

下さい。 

■ 省配線システム機器の設置

や接続は、電気的知識のある

技術者が行って下さい。設置

や交換作業の前には必ずシ

ステムの電源をお切り下さ

い。 

■ 省配線システムは本書に定

められた仕様や条件の範囲

内でご使用下さい。 

■ 異常が発生した場合は、直ち

に電源を切り、原因を取除い

た上で、再度電源を投入して

下さい。 

■ 故障や通信異常が発生した

場合に備えて、お客様でフェ

ールセーフ対策を施して下

さい。 

警告 

■ 本製品の導電部分には直接触らないで下さ

い。製品の誤動作、故障の原因になります。 

■ 本製品は設置方法に従った取付けにより確

実に固定して下さい。取付けネジは規定ト

ルク範囲内で確実に締付けて下さい。ネジ

の締付けがゆるいと落下、短絡、誤動作の

原因になります。 

■ 制御線や通信ケーブルは動力線、高圧線と

一緒に配線しないで下さい。１０ｃｍ以上

を目安として離して配線して下さい。 

■ 本製品内に切粉や金属片等の異物が入らな

いようにして下さい。 

■ 本製品は分解、修理、改造を行なわないで

下さい。 

■ 氷結、結露、粉塵、腐食性ガスなどがある

所、水、油、薬品などがかかる所では使用

しないで下さい。製品の損傷、誤動作の原

因となります。 

■ 入力端子には規定の電圧を入力して下さ

い。製品の損傷、誤動作の原因となります。 

 

注意 

誤った取扱いをすると、死亡又は重傷を負う可能性が想定される

場合を示します。 

安全にお使い頂く為に 

[安全上の記号と表示] 

本書では、ＡＬＧＯ省配線システムを安全に使用して頂く為に、注意事項を次のような表示と記号で示し

ています。 

これらは、安全に関する重大な内容を記載しておりますので、よくお読みの上、必ずお守り下さい。 

警告 

注意 

誤った取扱いをすると、傷害や軽傷を負う可能性及び物的損害の

発生が想定される場合を示します。 
（なお、注意に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結

びつく場合もありますので、必ずお守り下さい。） 

 

 ! 

 ! 

 ! 

この度は、アルゴシステム製品をお買い上げ頂きありがとうございます。 

         弊社製品を安全かつ正しく使用して頂く為に、お使いになる前に本書をお読み頂き、 

十分に理解して頂くようお願い申し上げます。 

 ! 
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 １ 

はじめに 
 

 

１） 概要 

ＡＳＣシリーズシリアル通信モジュールは、Ａ－Ｌｉｎｋ又はＡ－ｎｅｔ通信モジュールと接続すること

により機能し、占有アドレスが１６までの制約内であれば、本製品の他にＡＳＣシリーズのアナログ入出

力モジュールやデジタル入出力モジュールなどと混在接続が可能です。 

   これらに接続して使用するモジュール群を多機能ユニットと呼びます。 

 

又、Ａ－Ｌｉｎｋ通信又はＡ－ｎｅｔ通信で構築されたシステムに複数台接続することにより、最大１５

ｃｈ分の制御が同時にでき、他に、Ｉ／Ｏ、位置決め等の他のＡ－Ｌｉｎｋスレーブ又はＡ－ｎｅｔステ

ーションとの混在接続も可能ですので、あらゆる機器の制御システムとして利用できます。 

（Ａ－ＬｉｎｋスレーブとＡ－ｎｅｔステーションとの混在接続は不可。） 

 

本製品は、１ｃｈ仕様と２ｃｈ仕様があり、それぞれにＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４２２、ＲＳ－４８５の

通信方式を用意していますので、使用になる装置により選定して下さい。 

 

Ａ－Ｌｉｎｋ又はＡ－ｎｅｔの通信速度及び通信方式は本製品では設定できませんが、Ａ－Ｌｉｎｋ又は

Ａ－ｎｅｔ通信モジュールにて６Ｍｂｐｓ／１２Ｍｂｐｓ及び４線式全二重／２線式半二重通信のいずれ

かを設定できます。なお、Ａ－ｎｅｔ通信モジュールは２線式半二重通信のみとなります。 

 

 

 

品名型式一覧表 

仕 様 
品 名 型 式 

COM1 COM2 

2ch RS-232C/422ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC203-0 RS-232C RS-422 

2ch RS-232C/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC204-0 RS-232C RS-485 

2ch RS-422/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC205-0 RS-422 RS-485 

 

      記載の型式は代表的な型式です。 

バージョンアップなどで予告なく変更する場合がありますので、詳細は購入の際にご確認下さい。 
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 ２ 

２） システム構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   終端のＡ－Ｌｉｎｋスレーブ又はＡ－ｎｅｔステーションの場合は終端抵抗（ＴＥＲＭ）を 

ＯＮにして下さい。 
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 ３ 

３） ソフト開発について 
   （１）アプリケーションソフト 

本製品の制御を行うには、Ａ－Ｌｉｎｋマスタ又はＡ－ｎｅｔステーションにアプリケーション 

ソフトが必要です。 

アプリケーションソフト開発支援用に以下のソフトを用意しています。 

 

１）アプリケーションソフト開発用関数 

２）Ｗｉｎｄｏｗｓ環境用にＡ－Ｌｉｎｋ又はＡ－ｎｅｔ ＤＬＬ 

３）開発支援ソフトとして、テストツール及びサンプルソフト 

 

（２）説明書など資料について 

アプリケーションソフト開発用に以下の資料を用意しています。 

 

１）ＡＳＣシリーズアナログ入出力モジュール ユーザーズマニュアル 

本書であり、本製品の取扱い説明を記述しています。 

２）Ａ－Ｌｉｎｋ又はＡ－ｎｅｔ ＤＬＬユーザーズマニュアル 

ドライバ、ＤＬＬのインストール方法を含めＡ－Ｌｉｎｋマスタ又はＡ－ｎｅｔステーショ

ンの全般的な解説を記述しています。 

３）Ａ－Ｌｉｎｋ又はＡ－ｎｅｔ ＤＬＬリファレンスマニュアル 

Ａ－Ｌｉｎｋマスタ又はＡ－ｎｅｔステーションから、Ａ－Ｌｉｎｋスレーブ又はＡ－ｎｅ

ｔステーションの制御を実行する為に必要な関数及びＡ－Ｌｉｎｋスレーブ又はＡ－ｎｅｔ

ステーションとのデータ通信の詳細を記述しています。 

 

    

その他、システム開発のトータルサポートも承っていますので、個別的な要望に関しては、弊社営業窓口

までご相談下さい。 
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１－１ 

第１章 一般仕様 
 

本章では、本製品の電気的仕様及び性能を一覧表形式で説明します。 

 

 

１－１ 電気的仕様 
 

項  目 仕  様 

定格電圧 DC24V 

電圧許容範囲 DC20.4V～28.8V 電 源 

消費電流 40mA以下 

絶縁耐圧 AC500V 1mA 1分間 

絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上(入出力端子とFG間) 

 

 

１－２ 環境的仕様 
 

項  目 仕  様 

使用周囲温度 0～55℃ 

保存周囲温度 -25～70℃ 

使用周囲湿度 30～90％RH(結露無きこと) 

保存周囲湿度 30～90％RH(結露無きこと) 

物理的環境 

使用雰囲気 腐食性ｶﾞｽ無きこと 

耐ｲﾝﾊﾟﾙｽﾉｲｽﾞ 

(ﾉｲｽﾞｼﾐｭﾚｰﾀによる) 

ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ 1KVp-p 

ﾊﾟﾙｽ巾 1μs 電気的条件 

耐静電気放電 接触放電 6.0KV 
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１－２ 

 

１－３ 通信仕様 
 

仕  様 
項  目 

1ﾁｬﾝﾈﾙ 2ﾁｬﾝﾈﾙ 

通信仕様 CPU内蔵調歩同期式SIO(2ﾁｬﾝﾈﾙ)使用 

ﾁｬﾝﾈﾙ数切換え 工場出荷時のみ 

通信方式 RS-232C/RS-422/RS-485準拠 

通信方式切換え 工場出荷時のみ 

通信速度 4800bps/9600bps/19200bps/38400bps 

通信速度切換え A-Linkﾏｽﾀ又はA-netｽﾃｰｼｮﾝからのｺﾏﾝﾄﾞによる 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 100Ω 

終端抵抗 本製品内蔵ｽｲｯﾁにより有効/無効を設定 

外部ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ D－SUB 9ﾋﾟﾝ 

占有ｽﾚｰﾌﾞ数 
A-Link:4ｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 

  A-net:1ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 

A-Link:8ｽﾚｰﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 

  A-net:2ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 

 

 

 

１－４ 質量 
 

品  名 型  式 質  量 

2ch RS-232C/422ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC203-0 160g以下 

2ch RS-232C/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC204-0 160g以下 

2ch RS-422/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC205-0 160g以下 
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２－１ 

第２章 各部の名称 
 

本章では、各部の名称と意味を説明します。 

   

 

２－１ 各部の名称と説明 
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２－２ 

 

No. 名  称 内  容 

 

       232Cﾀｲﾌﾟ        232Cﾀｲﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 対応ｺﾈｸﾀ:D-sub9ﾋﾟﾝﾒｽｺﾈｸﾀ 

 

       422ﾀｲﾌﾟ        422ﾀｲﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 対応ｺﾈｸﾀ:D-sub9ﾋﾟﾝﾒｽｺﾈｸﾀ 

① 通信ｺﾈｸﾀ 

 

 

 

       485ﾀｲﾌﾟ        485ﾀｲﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 対応ｺﾈｸﾀ:D-sub9ﾋﾟﾝﾒｽｺﾈｸﾀ 

② ﾍﾞｰｽﾓｼﾞｭｰﾙ勘合ｶﾞｲﾄﾞ ﾍﾞｰｽﾓｼﾞｭｰﾙに装着する時のｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ 
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３－１ 

第３章 通信データ 
 

本章では、本製品の通信データについて説明します。 

   

 

３－１ シリアル通信データマップ 
 

本製品のシリアル通信データは、それぞれＡ－Ｌｉｎｋ（Ａ－ｎｅｔ）マスタ基板のＤＩ／ＤＯ（コ

マンド／レスポンス）エリアを使用して制御を行います。シリアル通信データは、ＤＩエリア内のス

レーブアドレスに対応したワードに書込まれます。シリアル通信データは、ＤＯエリア内のスレーブ

アドレスに対応したワードに、データを書込むことで出力されます。 

 

 

３－２ ＤＩ／ＤＯ（コマンド／レスポンス）マップ 
 

１ｃｈのＳＩＯに対して４ワードのデータ（１６ビット×４）を使用します。 

６ｂｙｔｅのデータを一括して送受信可能です。 

 

   ＤＩ（レスポンス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O

1ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

2ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

1 

3ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

4ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

2 

5ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

6ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ 

                

D15 D8 D7 D0 

                

D15 D8 D7 D0 

                

D15 D8 D7 D0 
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３－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※１）第７章 シリアル送受信シーケンス参照 

 

3 

受信ﾊﾞｲﾄ数0～6 

0:ﾃﾞｰﾀなし 

 1～6:ﾃﾞｰﾀ数 

受信ｴﾗｰ 

0:受信ｴﾗｰなし 

1:受信ｴﾗｰ 

受信ｽﾃｰﾀｽ(※1) 

0:ﾃﾞｰﾀなし 

1:ﾃﾞｰﾀあり 

送信ｴﾗｰ 

0:送信ｴﾗｰなし 

1:送信ｴﾗｰ 

送信ｽﾃｰﾀｽ(※1) 

0:送信可 

1:送信中 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏｰｴﾗｰ 

0:ｴﾗｰなし 

1:ｴﾗｰ 

                

D15 D8 D7 D0 
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３－３ 

   ＤＯ（コマンド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

1

2

                

D15 D8 D7 D0 

1ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 

2ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 

                

D15 D8 D7 D0 

3ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 

4ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 

                

D15 D8 D7 D0 

5ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 

6ﾊﾞｲﾄ目の送信ﾃﾞｰﾀ 
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３－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          （※１）第７章 シリアル送受信シーケンス参照 

 

 

 

 

Stop ﾋﾞｯﾄ 0:1ﾋﾞｯﾄ 

     1:2ﾋﾞｯﾄ 

 

ﾊﾟﾘﾃｨ   00:ﾊﾟﾘﾃｨなし 

     01:ﾊﾟﾘﾃｨなし 

     10:EVEN 

     11:ODD 

 

ﾋﾞｯﾄ長  0:7ﾋﾞｯﾄ 

     1:8ﾋﾞｯﾄ 

 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ  00:4800bps 

     01:9600bps 

     10:19200bps 

     11:38400bps 

 

SIO Reset 

     0:RUN 

     1:Reset 

 

送信ﾊﾞｲﾄ数0～6 

     0:ﾃﾞｰﾀなし 

    1～6:ﾃﾞｰﾀ数 

 

ERRORｸﾘｱ 

     0:RUN 

     1:通信ｴﾗｰｸﾘｱ 

 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞｴﾗｰｸﾘｱ 

     0:RUN 

     1:ｴﾗｰｸﾘｱ 

 

受信完了(※1) 

     1:受信完了 

 

送信ｽﾀｰﾄ(※1) 

     1:送信開始 

3                 

D15 D8 D7 D0 
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４－１ 

第４章 設置 
 

本章では、本製品の取付け方法及び注意事項について説明します。 

 

     

４－１ 取付け場所 
 

    取付け場所について、以下の点にご注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置条件 取付け上の注意 

制御盤内に取付ける場合 
本製品の周辺部が、55℃以下となるように、制御盤の大きさ及び冷

却の方法を検討の上、設計して下さい 

発熱体の近くに取付ける場合 
設置制御盤は本製品の周辺部が、55℃以下となるように、発熱体か

らの幅射熱や、対流による温度上昇を避けるようにして下さい 

振動源の近くに取付ける場合 
設置制御盤は振動が本製品に伝わらないよう、防振器具を本製品の

取付け面に取付けて下さい 

腐食性ｶﾞｽが侵入する場所に取

付ける場合 

設置制御盤は腐食性ｶﾞｽの侵入を防ぐ工夫をして下さい 

すぐに影響は出ませんが、接触器関連の機器の故障原因になります 

その他 
設置制御盤は高温・多湿の場所や、塵埃・鉄粉の多い雰囲気の場所

には取付けないで下さい 
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４－２ 

 

             上から見た図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             横から見た図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険 

本製品には、温度上昇を防ぐ為の通気孔があります。通気孔エリア及びケーブル接続エ

リアを確保する為にベース金具から縦５０ｍｍ以上、横３０ｍｍ以上離し、本体上部は

６０ｍｍ以上離して他の機器を設置して下さい。 

！ 
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４－３ 

 

４－２ ベースモジュール及び各ＡＳＣシリーズモジュールとの接続 
 

ネジの締付けトルク：０．６～１．０８Ｎ・ｍ（６．２～１１ｋｇｆ・ｃｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！     注意 

本製品の１ｃｈ仕様は、１台のＡ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュールに対して他のＡＳＣシリー

ズのモジュールと混在が可能ですが、２ｃｈ仕様の場合Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュール１

台に対して１台しか接続できません。 
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４－４ 

 

４－３ ネジによる取付け 
 

ネジの締付けトルク：０．６～１．０８Ｎ・ｍ（６．２～１１ｋｇｆ・ｃｍ） 

 

 

           Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュール＋２スロット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュール＋４スロット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-M4 

110.9±0.4 

8
8
±
0.
4
 

4-M4 8
8
±
0.
4
 

173.3±0.4 
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５－１ 

第５章 接続 
 

本章では、本製品と負荷との接続を説明します。 

   

 

５－１ 各通信方式での接続 
 

１）ＲＳ－２３２Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＲＳ－４２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ＲＳ－４８５ 
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６－１ 

第６章 トラブルシューティング 
 

本章では、初歩的な問題点の簡単な解決法を説明します。 

 

   

６－１ トラブルシューティング 
 

症  状 ﾁｪｯｸ項目 処  置 

通信ｹｰﾌﾞﾙは、正しく接続されていま

すか？ 

正しく接続して下さい 通信しない 

 

ASCｼﾘｰｽﾞﾓｼﾞｭﾙからのﾃﾞｰﾀｾｯﾄは正

しく行われていますか？ 

上位ｼｽﾃﾑからのﾃﾞｰﾀｾｯﾄを正しく行

って下さい 

ASCｼﾘｰｽﾞﾓｼﾞｭﾙを接続した合計ﾜｰﾄﾞ

数が16を超えていませんか？ 

ASCｼﾘｰｽﾞﾓｼﾞｭｰﾙの合計ﾜｰﾄﾞ数が 16

以下になるようにして下さい 

正常に動作しない 

(PWRが点滅する) 

2ch通信ﾓｼﾞｭｰﾙと他のﾓｼﾞｭｰﾙを同時

に接続していませんか？ 

2ch通信ﾓｼﾞｭｰﾙ使用時は他のﾓｼﾞｭｰﾙ

を接続しないで下さい 
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７－１ 

第７章 シリアル送受信シーケンス 
 

 

７－１ シリアル送信 
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７－２ 

 

７－２ シリアル受信 
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８－１ 

第８章 付録 
 

 

８－１ 品名、型式 
 

        型式の表し方を説明します。 

 

  ＡＳ Ｃ Ｃ □ ０ □－ ０ 

 

 

                      バージョン及び履歴 ０：標準 

                    

                       その他識別      ：０～９、Ａ～Ｆ 

                 （付帯及びオプション等含む） 

                                ０：ＲＳ－２３２Ｃ 

                                １：ＲＳ－４２２ 

                                ２：ＲＳ－４８５ 

                                ３：ＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４２２ 

                                ４：ＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４８５  

                                ５：ＲＳ－４２２、ＲＳ－４８５ 

 

                      出力点数及び    ０：なし 

                      チャンネル数 

 

                      入力点数及び    １：１ｃｈ入力 

                      チャンネル数    ２：２ｃｈ入力 

 

                      種類        Ｃ：通信 

 

                      タイプ名      Ｃ：ＡＳＣシリーズ 

 

                      シリーズ名    ＡＳ：Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ兼用シリーズ 

 

 

品名型式一覧表 

仕 様 
品 名 型 式 

COM1 COM2 

2ch RS-232C/422ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC203-0 RS-232C RS-422 

2ch RS-232C/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC204-0 RS-232C RS-485 

2ch RS-422/485ｼﾘｱﾙ通信ﾓｼﾞｭｰﾙ ASCC205-0 RS-422 RS-485 

      記載の型式は代表的な型式です。 

バージョンアップなどで予告なく変更する場合がありますので、詳細は購入の際にご確認下さい。 
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８－２ 

 

８－２ 外形寸法図 
 

１）通信ユニット ２ｃｈ仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位（ｍｍ） 
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８－３ 

 

８－３ ベースモジュール外形寸法図 
 

１）Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュール＋２スロット 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （単位：ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防塵カバーを準備しております。 

１セット：２ヶ 

御必要の場合は、別途お申し付け下さい。 
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８－４ 

 

２）Ａ－Ｌｉｎｋ／Ａ－ｎｅｔ通信モジュール＋４スロット 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      （単位：ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防塵カバーを準備しております。 

１セット：２ヶ 

御必要の場合は、別途お申し付け下さい。 



 

 

このユーザーズマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部又は全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載すること

は固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良のためお断りなく、仕様などを変更することがありますのでご了承下

さい。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま

したらお手数ですが巻末記載の弊社もしくは、営業所までご連絡下さい。その際、巻末記載の書籍番号

も併せてお知らせ下さい。 
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